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	副学籍による交流教育
Ｑ＆Ａ
	Ｑ１ 副学籍による交流教育を始めるとき、学校としてどの
ような点に配慮する必要がありますか。
	Ｑ２ 在籍校、副学籍校両校の担任同士の連携の仕方について、
教えてください。
	Ｑ３ 副学籍による交流教育の実施にあたって、本人・保護
者の希望はどこまで受け入れることが必要ですか。
	Ｑ４ 副学籍による交流教育に担任の引率ができない場合は、
どうすればよいでしょうか。
	Ｑ５ 副学籍による交流教育は、副学籍校と特別支援学校の
児童生徒にとって、どのような意義があるのですか。
	Ｑ６ 副学籍による交流教育で、授業交流をする場合、副学
籍校では特別な授業をするのですか。また、評価はどう
しますか。
	Ｑ７ 副学籍による交流教育実施に、施設面の整備(改善)が
必要な場合は、どうしたらよいでしょうか。
	Ｑ８ 学区に居住する県立特別支援学校の児童生徒につい
ても、副学籍について同様に対応するのでしょうか。
	Ｑ９ 副学籍による交流教育で、万が一、事故が起きたとき、
責任はどこにありますか。
	Ｑ10 副学籍による交流教育を行った場合、出席簿等の記載
はどうしますか。また、在籍校の休業日に交流教育を行
った場合はどうなりますか。
	Ｑ11 児童生徒の居住地の小・中学校以外の学校を副学籍校として指定してもらうことはできますか。
	Ｑ12 「副学籍による交流教育」実施の経過を教えてください。



